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第2四半期の業績予想と実績との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

  

近の業績の動向等を踏まえ、平成20年5月15日の決算発表時に公表した平成21年3月期(平成20年4月1日～平成21年3月

31日)の通期業績予想（連結・個別）及び平成21年3月期(平成20年4月1日～平成20年9月30日)の第２四半期累計期間の実

績との差異を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

1．実績との差異(連結) 

 

（1） 第２四半期連結累計期間の実績との差異(平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日) 

                                                                                    (単位：百万） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 一株当たり四半

期純利益 

前回発表予想(Ａ) 2,800 108 181 103 10.60 

今回実績(Ｂ) 2,673 61 108 △354 △36.21 

増減額 (Ｂ－Ａ) △127 △47 △73 △457 ― 

増 減 率 (％) △4.5 △43.5 △40.3 ― ― 

(ご参考) 前期実績 

(平成 19 年 9 月期) 
3,167 72 151 16 1.67 

(注)１.連結対象会社は、株式会社ニッコウ企画(100%子会社)であります。 

 

(単体) 

（1） 第２四半期累計期間の実績との差異(平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日)   

          （単位：百万） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 一株当たり四半

期純利益 

前回発表予想(Ａ) 2,800 103 178 101 10.43 

今回実績(Ｂ) 2,673 54 105 △354 △36.21 

増減額 (Ｂ－Ａ) △127 △49 △73 △455 ― 

増 減 率 (％) △4.5 △47.6 △41.0 ― ― 

(ご参考) 前期実績 

(平成 19 年 9 月期) 
3,167 66 149 15 1.56 

 

 

 

 

 

 

 



２．業績予想(連結) 

（1）通期の業績予想数値の修正(平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日)                 （単位：百万） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 一株当たり四半

期純利益 

前回発表予想(Ａ) 5,900 230 335 191 19.53 

今回修正予想(Ｂ) 5,000 36 121 △343 △35.14 

増減額 (Ｂ－Ａ) △900 △194 △214 △534 ― 

増 減 率 (％) △15.3 △84.3 △63.9 ― ― 

(ご参考) 前期実績 

(平成 20 年 3 月期) 
5,873 116 235 53 5.51 

(注)１.連結対象会社は、株式会社ニッコウ企画(100%子会社)であります。 

 

 (単体) 

（1）通期の業績予想数値の修正(平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日)                 （単位：百万） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 一株当たり四半

期純利益 

前回発表予想(Ａ) 5,900 220 330 188 19.23 

今回修正予想(Ｂ) 5,000 22 115 △346 △35.45 

増減額 (Ｂ－Ａ) △900 △198 △215 △534 ― 

増 減 率 (％) △15.3 △90.0 △65.2 ― ― 

(ご参考) 前期実績 

(平成 20 年 3 月期) 
5,873 102 229 48 4.91 

(注)１.連結対象会社は、株式会社ニッコウ企画(100%子会社)であります。 

 

 
3．実績との差異及び業績修正の理由 

(1) 単体第 2 四半期累計期間の業績との差異 

(売上高) 

当第２四半期累計期間における売上高は、平成 20 年度５月 15 日付けにて発表した予想金額に対し、4.5％金額で 1

億 27 百万円の減少となりました。 

主な減少要因といたしましては、燃油特別付加運賃（いわゆる燃油サーチャージ）の上昇及び、株式市場の低迷や経

済環境の悪化による買控えと、中国のツアーの催行を取消したことが挙げられます。 

 (営業利益・経常利益) 

当第２四半期累計期間における営業利益・経常利益が減少した主な要因は、売上高が計画を下回ったことが第一に

挙げられます。また、為替相場の急激な変動により旅行原価が増大したこと、さらに、株式市況の低迷により保有株式の

利益が減少したことも、利益低下の一因となりました。 

   (当期純利益) 

    当第２四半期累計期間における、当期純利益が損失にとなった主な要因としましては、リーマン・ブラザーズ・グループの

発行する債券の保有による評価減及びその他の有価証券の評価損が発生したことが、利益低下の一因となりました。 

  

(2) 単体通期予想 

(売上高) 

当期における売上高は、平成 20 年度５月 15 日付けにて発表した予想金額に対し、概算で 15.3％の減少となる見通

しです。第２四半期の影響が主な要因ですが、為替相場が円高に振れたことにより、今後の業績に少なからず影響を与え

ると予想されるものの、当期の市場環境を考えた場合、現在の予約推移から推測しても、計画数値を下回るものと予想さ

れますので、通期に関しましても上記のように修正いたします。 

 (営業利益・経常利益) 

当期における営業利益・経常利益が減少した主な要因としましては、既に述べた要因から売上高が計画を下回ったこ

とが第一に挙げられます。また株式市況の低迷により保有株式からの利益が計画を下回わるものと予想されますので、通

期に関しましても上記のように修正いたします。 

下半期におきましては、積極的に経費削減に努め、利益の改善に努める所存であります。 

 



 

 (当期純利益) 

    当期における、当期純利益が損失にとなった主な要因としましては、引き続き保有予定のリーマン・ブラザーズ・グループ

の発行する債券の評価減、及び株式市場の株価推移も第２四半期と同水準で推移するものと考え、その他の有価証券の

評価損が同様に発生するものと予想されますので、通期に関しましても上記のように修正いたします。 

 

(3) 連結予想 

単独決算の業績予想の修正に伴い、連結決算の業績予想を修正いたします。 

単独決算で記載された事項を補足する事項はございません。 

 

(注)  上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分

に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、経済状況･市場環境･為替の変動等にかかわるリスクや不確定

要因により記載の予想数値と異なる可能性もあります。 

 

 

今回の修正は、平成 20 年 11 月 10 日開催の取締役会において決議しております。 

                                

以 上 


